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ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
●

ウ
ル
フ
が
描
い
た
「
生
」
の
か
た
ち

ー
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
の
死
生
観
か
ら
一

石
　
川

・
・
」

1
．
は
じ
め
に

　
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
壇
に
、
新
し

い
時
代
の
息
吹
を
吹
き
込
ん
だ
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
れ
ま
で
の
小
説

の
伝
統
に
疑
問
を
呈
し
、
時
代
の
精
神
と
手
を
携
え
て
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
小

説
形
態
を
模
索
し
た
。
そ
し
て
「
人
生
」
あ
る
い
は
「
生
」
を
あ
る
が
ま
ま
に
伝

え
る
の
が
、
作
家
の
つ
と
め
で
あ
る
と
考
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
作
品
の
な
か

で
そ
れ
を
追
求
し
た
。

　
も
っ
と
も
、
彼
女
が
残
し
た
日
記
や
手
紙
、
回
想
録
、
数
々
の
エ
ッ
セ
イ
や
書

評
、
短
編
を
含
む
小
説
を
資
料
と
し
て
展
開
す
る
今
日
の
ウ
ル
フ
研
究
が
、
彼
女

の
テ
ー
マ
が
決
し
て
「
生
」
と
「
死
」
と
い
う
形
而
上
的
な
モ
チ
ー
フ
だ
け
で
は

な
く
、
実
社
会
に
根
ざ
す
様
々
な
具
体
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
ウ
ル
フ
が
生
き
た
、
一
八
八
二
年
か
ら
↓
九
四
一
年
ま
で
の
五
十
九

年
間
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
価
値
観
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
、
軋
礫
を
生
じ
つ
つ
交

代
し
て
い
っ
た
時
代
と
重
な
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
、
わ
ず
か
二
十
年

足
ら
ず
の
間
を
お
い
て
再
度
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
た
時
代
で
も
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
文
化
的
に
も
社
会
的
に
も
激
動
の
時
代
を
生
き
た
ウ
ル
フ
の
作
品
が
、

社
会
や
政
治
、
文
化
面
に
お
け
る
彼
女
の
思
想
や
批
判
精
神
を
反
映
し
て
い
る
の

は
当
然
と
も
い
え
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
様
々
な
モ
チ
ー
フ
と
並
ん
で
「
生
」
と
「
死
」
は
ウ
ル
フ

に
と
っ
て
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
処
女
作
『
船
出
』
（
一
九
一
五
）
、
『
ジ
ェ

イ
コ
ブ
の
部
屋
』
（
一
九
二
二
）
は
主
人
公
の
死
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ
、
『
灯
台

へ
』
（
一
九
二
七
）
で
は
主
人
公
と
も
言
え
る
ラ
ム
ゼ
イ
夫
人
の
死
が
三
章
立
て

の
小
説
の
真
ん
中
に
置
か
れ
て
い
る
。
『
波
』
（
】
九
三
一
）
は
、
登
場
人
物
の
一

人
バ
ー
ナ
ー
ド
の
「
お
お
、
死
よ
！
」
と
い
う
心
の
叫
び
に
よ
っ
て
閉
じ
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
生
と
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
ウ
ル
フ
の
強
い
執
着
は
、
た

く
さ
ん
の
若
い
命
を
奪
っ
た
世
界
大
戦
の
影
響
に
加
え
て
、
彼
女
の
個
人
的
な
体

験
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ま
ず
ウ
ル
フ
の
生
涯
を
簡
単
に

辿
る
。
次
に
エ
ッ
セ
イ
「
現
代
小
説
」
に
示
さ
れ
る
彼
女
の
小
説
観
を
紹
介
し
た

上
で
、
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
（
一
九
二
五
）
を
取
り
上
げ
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ

ウ
ェ
イ
の
死
生
観
を
作
品
か
ら
読
み
取
っ
て
い
く
。
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0
2

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
の
生
涯

　
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
は
、
一
八
八
二
年
、
『
英
国
人
名
大
辞
典
』
の
編
者

と
し
て
知
ら
れ
る
文
芸
評
論
家
で
あ
る
父
レ
ズ
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
と
フ
ラ
ン

ス
系
の
美
し
く
知
的
な
母
ジ
ュ
リ
ア
と
の
間
の
四
人
の
子
供
の
三
番
目
と
し
て
ロ

ン
ド
ン
に
生
ま
れ
た
。
父
と
母
は
ど
ち
ら
も
再
婚
で
、
異
父
、
異
母
兄
弟
が
合
わ

せ
て
四
人
お
り
、
一
時
は
大
変
な
大
家
族
だ
っ
た
。

　
父
の
書
斎
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
本
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
著
名
な
文
学
者
や
作
家
が

彼
ら
の
家
を
訪
れ
た
。
彼
女
は
こ
の
よ
う
な
知
的
で
文
学
的
な
環
境
の
中
で
育
っ

た
が
、
父
の
方
針
で
家
庭
教
師
に
就
い
て
学
び
、
学
校
教
育
は
一
度
目
経
験
し
な

か
っ
た
。

　
十
三
歳
の
時
に
母
を
失
い
、
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
が
引
き
金
と
な
っ
て
最
初
の
精
神

病
の
発
作
を
起
こ
す
。
以
後
事
あ
る
ご
と
に
、
彼
女
は
生
涯
こ
の
精
神
病
の
発
作

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
二
年
後
に
は
、
母
の
死
後
し
ば
ら
く
兄
弟
の
面
倒

や
家
事
を
受
け
持
っ
て
い
た
異
父
姉
の
ス
テ
ラ
が
、
結
婚
後
ま
も
な
く
病
気
で
亡

く
な
り
、
さ
ら
に
七
年
後
に
父
が
他
界
す
る
。

　
父
が
亡
く
な
る
と
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
は
姉
の
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
、
兄
の
ト
ビ
i
、
そ

し
て
弟
の
エ
イ
ド
リ
ア
ン
と
共
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
に
移
り
住

み
、
新
た
な
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
そ
こ
で
、
ト
ビ
ー
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
か
ら
連
れ
て
き
た
学
友
た
ち
と
の
交
際
が
始
ま
る
。
彼
ら
は
毎
週
木
曜
の
夜
に

ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
に
集
ま
り
、
議
論
や
会
話
を
楽
し
ん
だ
。
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
知
的
エ
リ
ー
ト
と
呼
ぶ
べ
き
若
者
た
ち
、
例
え
ば
経
済
学
者
メ
イ
ナ
ー
ド
・

ケ
イ
ン
ズ
、
評
論
家
・
伝
記
文
学
者
の
リ
ッ
ト
ン
・
ス
ト
レ
イ
チ
ー
、
彼
の
い
と

こ
の
画
家
ダ
ン
カ
ン
・
グ
ラ
ン
ト
、
美
術
評
論
家
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
な
ど
が
集

い
、
彼
ら
は
「
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
ま
も
な
く
、
明
朗
で
、
皆
に
愛
さ
れ
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
た
ト
ビ
ー
が
大
陸
旅

行
で
か
か
っ
た
チ
フ
ス
の
た
め
二
十
四
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
。
一
歳
違
い
の
兄

ト
ビ
ー
の
死
は
、
彼
と
特
に
気
が
合
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
た
。
母
、
義
姉
、
父
、
兄
、
と
身
近
な
人
た
ち
を
次
々
に
亡
く
し
た
彼
女
に

と
っ
て
、
死
は
常
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
に
違
い
な

い
。

　
一
九
一
二
年
、
三
十
歳
の
時
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
は
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル

ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
社
会
文
化
評
論
家
レ
ナ
ー
ド
・
ウ
ル
フ
と
結
婚
す
る
。

レ
ナ
ー
ド
は
、
精
神
的
な
病
を
持
っ
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
を
生
涯
献
身
的
に
支
え

た
。
二
人
の
間
に
子
供
は
い
な
か
っ
た
が
、
二
人
は
大
変
仲
の
良
い
夫
婦
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
彼
女
の
中
に
同
性
の
愛
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、
何
度
か
特
定
の
女

性
と
親
し
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
女
友
達
の
一
人
ヴ
ィ
タ
・
サ
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
・

ウ
ェ
ス
ト
は
『
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
』
（
一
九
二
八
）
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
］
九
一
五
年
、
処
女
作
『
船
出
』
を
書
き
上
げ
た
直
後
に
、
最
悪
の
発
作
が
起

こ
る
。
そ
の
精
神
病
の
治
療
も
兼
ね
て
、
彼
女
は
夫
と
共
に
、
一
九
一
七
年
中
古

の
手
刷
り
印
刷
機
を
買
い
求
め
、
素
人
出
版
を
始
め
る
。
や
が
て
こ
れ
は
本
格
的

な
出
版
社
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
彼
女
は
、
作
家
と
し
て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

批
評
家
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
資
質
を
示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
評
、
文
学
論
な
ど
に

加
え
、
『
自
分
だ
け
の
部
屋
』
（
一
九
二
九
）
や
『
三
ギ
ニ
ー
』
（
一
九
三
八
）
な

ど
の
長
編
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
は
、
女
性
の
権
利
や
地
位
、
戦
争
に
つ
い
て
、
鋭

い
考
察
を
行
っ
た
。

　
遺
作
と
な
っ
た
『
幕
間
』
は
一
九
四
一
年
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の

出
版
を
待
た
ず
に
、
彼
女
は
、
再
び
襲
い
掛
か
る
精
神
病
の
発
作
の
予
兆
を
感



14ヴァージニア・ウルフが描いた「生」のかたち

じ
、
そ
し
て
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
恐
怖
も
重
な
っ
て
、
サ
セ
ッ
ク
ス
地
方
の

ロ
ド
メ
ル
と
い
う
村
の
彼
女
の
家
に
近
い
ウ
ー
ズ
川
に
身
を
投
げ
て
、
自
ら
の
命

を
絶
っ
た
。
五
十
九
歳
だ
っ
た
。

3
．
ウ
ル
フ
の
小
説
観

　
ウ
ル
フ
の
小
説
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
る

の
が
、
「
現
代
小
説
」
と
題
さ
れ
る
評
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
一
九
年
『
タ

イ
ム
ズ
文
芸
付
録
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
も
と
に
、
タ
イ
ト
ル
を
少
し
変
え
て

評
論
集
『
普
通
読
者
』
（
一
九
二
五
）
に
再
録
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
彼
女
は
ま

ず
、
ウ
ェ
ル
ズ
、
ベ
ネ
ッ
ト
、
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
ー
と
い
う
当
時
の
人
気
作
家
が

外
面
ば
か
り
を
描
く
こ
と
で
、
現
代
の
読
者
が
小
説
の
中
に
求
め
て
い
る
本
質
的

な
も
の
を
と
り
逃
が
し
て
い
る
と
し
て
、
彼
ら
を
「
物
質
主
義
者
」
と
呼
ん
で
い

る
。
そ
し
て
こ
の
本
質
的
な
る
も
の
を
捕
ら
え
る
た
め
に
は
、
従
来
の
小
説
手
法

が
ま
っ
た
く
役
に
立
た
な
い
と
し
て
、
小
説
手
法
の
革
新
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

主
張
す
る
。
彼
女
は
、
小
説
の
中
で
求
め
ら
れ
る
べ
き
本
質
的
な
る
も
の
を
「
人

生
」
、
「
精
神
」
、
「
真
実
」
、
「
現
実
」
と
も
言
い
か
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
体
ど

う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
。
彼
女
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

普
通
の
日
の
普
通
の
心
を
少
し
の
間
調
べ
て
み
る
と
よ
い
。
心
は
無
数
の
印

象
を
受
け
取
る
。
さ
さ
い
な
印
象
、
奇
異
な
印
象
、
は
か
な
い
印
象
、
あ
る

い
は
は
が
ね
の
よ
う
な
鋭
さ
に
よ
っ
て
刻
み
付
け
ら
れ
た
印
象
を
。
こ
れ
ら

の
印
象
は
、
無
数
の
粒
子
の
絶
え
間
な
い
シ
ャ
ワ
ー
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る

方
向
か
ら
や
っ
て
く
る
。
（
中
略
）
だ
か
ら
、
も
し
作
家
が
奴
隷
で
は
な
く

自
由
人
で
、
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
書
き
た
い
こ
と
を
書
け

る
な
ら
ば
、
…
…
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
形
で
の
プ
ロ
ッ
ト
も
、

喜
劇
も
、
悲
劇
も
、
恋
愛
事
件
も
、
悲
劇
的
結
末
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、

ボ
タ
ン
ひ
と
つ
に
し
て
も
、
ボ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
の
仕
立
て
屋
が
つ
け
る
よ

う
に
は
っ
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
人
生
は
左
右
対
称
に
並
ん
だ
馬
車
ラ
ン
プ

の
連
な
り
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
人
生
は
、
意
識
の
始
ま
り
か
ら
終
わ

り
ま
で
私
た
ち
を
囲
ん
で
い
る
輝
く
光
の
か
さ
、
半
透
明
の
膜
で
あ
る
。
こ

の
変
化
す
る
、
未
知
で
無
辺
の
精
神
を
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
異
常
さ
や
複

雑
さ
を
示
そ
う
と
も
、
出
来
る
だ
け
異
質
な
も
の
や
外
部
の
も
の
を
交
え
ず

伝
え
る
こ
と
が
、
作
家
の
つ
と
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
・
．
ζ
。
O
o
ヨ
コ
？

鼠
8
．
、
一
ひ
O
占
）

　
こ
こ
で
ウ
ル
フ
は
、
様
々
な
印
象
の
降
り
注
ぐ
精
神
世
界
を
そ
の
ま
ま
の
形
で

小
説
の
中
で
捉
え
る
べ
き
だ
と
提
唱
し
て
い
る
。
外
部
の
客
観
的
な
「
で
き
ご

と
」
で
は
な
く
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
内
部
に
も
た
ら
す
「
波
紋
」
に
人
生
の
あ
り

よ
う
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
良
い
。
池
に
石
を
投
げ
込
む
と
水
面

に
は
波
紋
が
広
が
る
。
こ
の
投
げ
込
ま
れ
た
石
は
い
わ
ば
外
部
の
「
で
き
ご
と
」

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
池
は
人
間
の
心
で
あ
る
。
石
が
水
面
に
波
紋
を
作
る
よ

う
に
、
外
部
の
「
で
き
ご
と
」
が
私
た
ち
の
心
に
反
応
を
引
き
起
こ
す
。
ウ
ル
フ

に
よ
る
と
、
従
来
の
小
説
は
、
作
中
人
物
に
も
た
ら
さ
れ
る
「
で
き
ご
と
」
を
取

捨
選
択
し
、
整
理
し
て
描
く
も
の
だ
っ
た
。
彼
女
は
連
続
す
る
「
で
き
ご
と
」
が

私
た
ち
の
内
部
に
も
た
ら
す
思
い
や
印
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
捉
え
る
べ
き
だ
と
主

張
す
る
の
で
あ
る
。
引
用
中
の
「
左
右
対
称
に
並
ん
だ
馬
車
ラ
ン
プ
の
連
な
り
」

と
は
「
で
き
ご
と
」
が
作
者
の
意
図
に
従
っ
て
き
ち
ん
と
並
べ
ら
れ
た
従
来
の
小
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説
の
あ
り
方
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
前
の
「
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
に
し
て
も

ボ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
の
仕
立
て
屋
が
つ
け
る
よ
う
に
は
っ
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
」

と
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
「
ボ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
」
に
並
ぶ
一
流
老
舗
洋
品
店
の
ボ
タ

ン
の
つ
け
方
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
な
方
法
は
、
も
は
や
通
用
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
一
方
「
意
識
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
わ
れ
わ
れ
を
取
り
囲
ん
で
い

る
輝
く
光
の
か
さ
、
半
透
明
の
膜
」
と
は
、
「
で
き
ご
と
」
が
人
間
の
内
部
に
も

た
ら
す
無
形
の
印
象
の
集
合
体
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
新
し
い
小
説
が
捉

え
る
べ
き
も
の
だ
と
ウ
ル
フ
は
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
評
論
が
発
表
さ
れ
た
時
点
で
は
、
ウ
ル
フ
自
身
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
践

に
移
す
か
に
つ
い
て
は
っ
き
り
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
こ
れ
よ
り
四
年
前
の
『
船
出
』
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
の
よ
う
な
問
題
意

識
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
降
、
最
後
の
『
幕
間
』
に
至
る
ま
で
彼
女

の
探
求
は
続
く
が
、
そ
の
一
作
一
作
が
彼
女
の
と
ら
え
た
人
生
の
姿
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
従
来
の
伝
統
的
手
法
に
疑
問
を
呈
す
る
姿
勢
は
、
も
ち
ろ
ん
決
し
て
ウ
ル
フ
の

み
の
特
異
な
も
の
で
は
な
く
、
大
き
な
時
代
思
潮
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
相
島
倫
嘉
が
「
十
九
世
紀
後
半
に
、
リ
ア
リ
ズ
ム
や
自
然

主
義
に
強
力
に
対
抗
す
る
芸
術
の
国
際
運
動
（
モ
ダ
ニ
ズ
ム
）
が
起
こ
る
。
小
説

・
詩
・
演
劇
・
美
術
・
音
楽
・
建
築
な
ど
あ
ら
ゆ
る
芸
術
と
連
動
す
る
。
小
説
で

は
特
に
『
意
識
の
流
れ
』
（
日
げ
o
Q
。
胃
＄
ヨ
o
h
∩
o
房
。
δ
霧
昌
窃
。
。
）
を
重
ん
じ
る
ジ
ョ

イ
ス
や
ウ
ル
フ
や
マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
出
現
す
る
」
（
相
島
　
N
O
刈
）
と
述
べ
る

よ
う
に
、
ウ
ル
フ
の
生
き
た
一
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
は
、
前
の
世
代
の

価
値
観
に
対
す
る
批
判
の
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
芸
術
と
連
動
し
て
起

こ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
に
は
ブ
ル
ー
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
や
ク
ラ
イ
ブ
・
ベ
ル
ら
が
ロ
ン
ド
ン
で
後
期
印
象
派
展
覧

会
を
開
催
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
マ
テ
ィ
ス
、
ゴ
ッ
ホ
、
ピ
カ
ソ
た
ち
の
、
伝
統
を
打

ち
破
っ
た
革
新
的
な
絵
画
が
当
時
の
社
会
に
大
き
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起

こ
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
も
当
時
の
時
代
思
潮
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
大
戦

は
既
存
の
価
値
体
系
を
突
き
崩
し
、
す
で
に
あ
っ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
や
自
然
主
義
へ

の
反
発
に
拍
車
が
か
か
る
。
人
々
の
関
心
は
人
間
の
内
面
に
向
か
い
、
心
理
学
の

分
野
で
は
、
フ
ロ
イ
ト
や
ベ
ル
グ
ソ
ン
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
等
が
人
間

の
心
の
内
奥
を
探
求
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
用
い
た
「
意
識
の
流

れ
」
と
い
う
用
語
は
後
に
ウ
ル
フ
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ョ
イ
ス
な
ど
が
用
い
た
内

面
描
写
の
手
法
を
表
す
文
学
用
語
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
0
4

『
ダ
ロ
ウ
エ
イ
夫
人
』
に
お
け
る

　
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
の
死
生
観

　
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
は
一
九
二
八
年
の
六
月
半
ば
の
あ
る
水
曜
日
の
朝
か
ら

夜
更
け
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
一
日
の
間
に
、
何
か
劇
的
な
事
件
や
出
来
事

が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヒ
ロ
イ
ン
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
の
、
あ
る

意
味
で
平
凡
な
一
日
が
、
彼
女
の
意
識
と
行
動
、
さ
ら
に
何
ら
か
の
形
で
彼
女
と

つ
な
が
り
を
持
つ
人
々
の
意
識
を
通
し
て
描
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
の
「
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
は
、
お
花
は
私
が
買
っ
て
く
る
わ
、
と
言
っ

た
。
」
と
い
う
一
文
と
と
も
に
、
小
説
は
描
出
話
法
を
用
い
て
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ

ロ
ウ
ェ
イ
の
意
識
の
流
れ
を
追
い
、
彼
女
の
目
や
耳
に
入
る
外
界
の
姿
を
も
描
き

出
す
。
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
は
、
現
在
五
十
一
歳
の
ク
ラ
リ
ッ
サ
に
、
彼
女
が

十
八
歳
の
夏
を
過
ご
し
た
避
暑
地
プ
ア
ト
ン
の
冷
た
く
す
が
す
が
し
い
朝
の
空
気
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を
思
い
出
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
そ
の
日
一
日
、
彼
女

の
意
識
の
中
に
は
、
現
在
の
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
と
と
も
に
、
プ
ア
ト
ン
に
ま
つ
わ

る
過
去
の
思
い
出
が
繰
り
返
し
よ
み
が
え
る
の
で
あ
る
。
三
十
四
年
前
の
夏
、
彼

女
は
気
が
合
っ
て
、
お
そ
ら
く
愛
し
て
も
い
た
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
求
婚

を
拒
ん
だ
。
奔
放
で
魅
惑
的
な
サ
リ
ー
・
シ
ー
ト
ン
に
出
会
い
、
彼
女
に
同
性
愛

に
似
た
感
情
を
抱
い
た
の
も
、
今
の
夫
リ
チ
ャ
ー
ド
に
は
じ
め
て
出
会
っ
た
の

も
、
そ
の
夏
の
で
き
ご
と
だ
っ
た
。
彼
女
の
記
憶
が
現
在
の
思
い
と
交
錯
す
る

中
、
そ
の
記
憶
か
ら
立
ち
現
わ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
思
い
が
け
ず
ピ
ー
タ
ー
・
ウ

ォ
ル
シ
ュ
が
彼
女
の
屋
敷
を
訪
問
す
る
。
ま
も
な
く
ピ
ー
タ
ー
は
立
ち
去
る
が
、

彼
女
の
招
き
に
応
じ
て
再
び
そ
の
夜
の
パ
ー
テ
ィ
に
や
っ
て
く
る
。
そ
の
他
に
も

サ
リ
ー
・
シ
ー
ト
ン
を
は
じ
め
思
い
出
の
中
の
人
々
が
、
そ
の
日
の
パ
ー
テ
ィ
の

席
に
会
す
る
。

　
以
上
が
物
語
の
主
筋
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
小
説
に
は
、
青
年
セ
プ
テ
ィ
マ
ス

・
ス
ミ
ス
と
妻
ル
ク
レ
イ
ツ
ィ
ア
の
そ
の
日
の
意
識
と
行
動
が
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
を

中
心
と
す
る
主
筋
と
平
行
し
て
、
縄
を
繕
り
合
わ
す
ご
と
く
に
絡
み
合
い
な
が
ら

描
か
れ
て
い
る
。
第
↓
次
世
界
大
戦
の
後
遺
症
で
精
神
を
病
ん
だ
セ
プ
テ
ィ
マ
ス

・
ス
ミ
ス
は
、
こ
の
日
イ
タ
リ
ア
人
の
妻
ル
ク
レ
イ
ツ
ィ
ア
に
付
き
添
わ
れ
て
ロ

ン
ド
ン
の
街
を
歩
き
、
精
神
科
医
の
診
察
を
受
け
、
最
後
に
間
借
り
し
て
い
る
二

階
の
部
屋
の
窓
か
ら
飛
び
降
り
自
殺
を
す
る
。
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
と
ク
ラ
リ
ッ
サ
は

全
く
面
識
の
な
い
他
人
同
士
だ
が
、
ロ
ン
ド
ン
上
空
に
飛
行
機
が
煙
で
記
し
た
文

字
を
そ
れ
ぞ
れ
が
離
れ
た
場
所
か
ら
見
上
げ
た
り
、
あ
る
い
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
公

園
で
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
と
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
が
す
れ
違
う
、
と
い
う
よ
う
な

か
た
ち
で
二
つ
の
話
が
微
妙
に
接
点
を
持
つ
。
そ
し
て
、
小
説
の
終
わ
り
近
く
、

パ
ー
テ
ィ
の
場
面
で
、
遅
れ
て
到
着
し
た
精
神
科
医
夫
妻
か
ら
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ス

の
自
殺
に
つ
い
て
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
ク
ラ
リ
ッ
サ
が
、
会
っ
た
こ
と
も
な
い
青

年
の
死
を
追
体
験
す
る
場
面
で
、
二
つ
の
話
が
ひ
と
つ
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　
二
つ
の
筋
に
つ
い
て
は
、
ハ
ワ
ー
ド
・
ハ
ー
バ
ー
や
エ
イ
ブ
ロ
ム
・
フ
ラ
イ
シ

ュ
マ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
が
様
々
な
解
釈
を
下
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ハ

ー
バ
ー
は
「
世
間
へ
の
正
反
対
の
対
し
方
」
の
「
弁
証
法
的
闘
争
」
を
示
し
て
い

る
と
し
（
＝
避
①
『
一
指
）
、
フ
ラ
イ
シ
ュ
マ
ン
は
ウ
ル
フ
が
心
に
抱
い
て
い
た
二

つ
の
対
立
す
る
人
生
観
、
す
な
わ
ち
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
健
康
、
真
実
、
幸

福
を
意
味
す
る
と
い
う
見
方
と
、
そ
れ
は
幻
想
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
を
表
現

し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
コ
0
一
の
げ
ヨ
艶
5
0
轟
）
。
ヒ
リ
ス
・
ミ
ラ
ー
は
二
つ
の

筋
に
見
出
せ
る
「
飛
び
込
む
（
覧
旨
o
q
o
）
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
、
「
も
し
『
ダ

ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
が
上
昇
と
下
降
と
い
う
正
反
対
の
傾
向
を
も
と
に
構
成
さ
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
両
者
は
正
反
対
で
あ
る
と
同
時
に
ど
こ
か
似
通
っ
て
も
い

る
。
こ
れ
ら
は
め
ま
ぐ
る
し
く
入
れ
替
わ
る
た
め
、
下
方
と
上
方
、
下
降
と
上

昇
、
死
と
生
、
孤
独
と
交
流
は
、
否
定
と
肯
定
に
分
か
れ
て
対
立
す
る
心
の
傾
向

で
は
な
く
、
む
し
ろ
互
い
の
鏡
像
と
な
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
（
】
≦
已
9
一
Q
◎
い
）
、

ク
ラ
リ
ッ
サ
と
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
関
係
を
も
暗
示
し
て
い
る
。

　
ウ
ル
フ
は
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
（
一
九
二
五
）
の
構
想
を
練
っ
て
い
た
一
九

二
三
年
六
月
の
日
記
に
、
「
私
は
生
と
死
、
正
常
と
狂
気
を
書
き
た
い
。
私
は
社

会
制
度
を
批
判
し
た
い
。
そ
れ
が
最
も
強
烈
に
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
し
た

い
。
」
と
書
い
た
（
〉
琴
馬
ミ
．
動
b
貯
q
い
刈
）
。
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
生

と
死
は
こ
の
小
説
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ミ
ラ
ー
は
小
説
の

生
と
死
の
テ
ー
マ
を
、
言
葉
に
よ
っ
て
「
死
者
」
を
蘇
ら
せ
る
小
説
の
語
り
に
見

事
に
結
び
つ
け
て
論
じ
た
が
、
以
下
で
は
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
に
と
っ
て
の
死
と
生

を
、
テ
キ
ス
ト
か
ら
具
体
的
に
読
み
取
り
、
最
後
の
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
死
を
ク
ラ
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リ
ッ
サ
が
追
体
験
す
る
こ
と
の
意
味
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
で
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
と
の

類
似
性
に
つ
い
て
も
論
じ
た
い
。

　
小
説
は
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
の
心
の
中
に
沸
き
起
こ
る
人
生
へ
の
情

熱
と
愛
着
、
生
の
喜
び
を
、
六
月
半
ば
の
さ
わ
や
か
な
朝
の
空
気
や
ロ
ン
ド
ン
の

街
の
喧
騒
と
共
に
描
き
出
し
て
い
る
。
冒
頭
の
場
面
、
彼
女
の
気
持
ち
は
浮
き
立

っ
て
、
生
の
喜
び
に
満
ち
満
ち
て
い
る
よ
う
だ
。
ロ
ン
ド
ン
の
に
ぎ
や
か
な
往
来

で
も
ま
た
、
彼
女
は
人
生
へ
の
愛
を
心
の
中
で
抱
き
し
め
て
い
る
。

私
た
ち
は
な
ん
て
愚
か
な
の
だ
ろ
う
、
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ス
ト
リ
ー
ト
を

横
切
り
な
が
ら
彼
女
は
思
っ
た
。
な
ぜ
人
が
こ
れ
ほ
ど
人
生
を
愛
す
る
の

か
、
誰
ひ
と
り
知
ら
な
い
の
だ
か
ら
。
…
…
誰
も
が
人
生
を
愛
し
て
い
る
の

だ
。
…
…
人
々
の
ま
な
ざ
し
、
軽
快
に
、
意
気
揚
々
と
、
ま
た
は
情
然
と
歩

い
て
ゆ
く
人
々
の
足
取
り
、
轟
音
と
喧
騒
、
馬
車
、
自
動
車
、
バ
ス
、
ヴ
ァ

ン
、
体
を
左
右
に
揺
ら
し
な
が
ら
の
ろ
の
ろ
と
歩
く
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ
ン
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
辻
音
楽
師
の
演
奏
す
る
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
、
そ
し
て
頭
上

の
飛
行
機
の
意
気
揚
々
た
る
調
子
の
よ
い
爆
音
、
そ
の
異
様
に
甲
高
い
歌
声

の
よ
う
な
響
き
一
こ
の
全
て
の
中
に
私
の
愛
す
る
も
の
が
あ
る
。
人
生
、

ロ
ン
ド
ン
、
6
月
の
こ
の
瞬
間
が
あ
る
。
（
ひ
）
〔
、
）

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
リ
ッ
サ
の
人
生
へ
の
愛
、
現
在
の
瞬
間
に

対
す
る
賛
美
の
背
後
に
は
、
ま
る
で
一
枚
の
紙
の
表
裏
の
よ
う
に
常
に
離
れ
る
こ

と
な
く
、
死
の
意
識
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
。
街
の
喧
騒
の
中
で
、
タ
ク
シ
ー

の
流
れ
を
目
に
し
な
が
ら
ふ
と
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
感
じ
て
も
い
る
。
「
こ
う

し
て
タ
ク
シ
ー
を
眺
め
て
い
る
と
、
自
分
が
外
に
、
岸
か
ら
遠
く
は
な
れ
て
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
で
沖
に
い
る
と
い
う
、
そ
ん
な
感
じ
に
た
え
ず
襲
わ
れ
る
。
↓
日
だ
っ

て
生
き
て
い
く
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
、
と
て
も
危
険
な
こ
と
だ
」
（
O
）
。
や
が
て

彼
女
の
思
索
は
死
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
「
…
…
自
分
が
い
っ
か
か
な
ら
ず
跡

形
も
な
く
消
え
う
せ
、
そ
の
後
も
こ
の
全
て
が
今
ま
で
通
り
つ
づ
い
て
い
く
と
し

て
も
、
ど
う
で
も
い
い
こ
と
で
は
な
い
か
？
…
…
死
は
全
て
の
終
わ
り
に
は
違
い

な
い
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
分
も
、
ピ
ー
タ
ー
も
何
か
の
形
で
…
…
こ
こ
そ
こ

に
生
き
つ
づ
け
る
と
信
じ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
慰
め
に
な
る
の
で
は

な
い
か
し
ら
？
」
（
圏
l
P
）
続
い
て
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
本
屋
の
前
を
通
り
か
か
り
、

店
頭
に
開
い
て
あ
っ
た
本
の
一
節
を
読
む
。
「
も
は
や
お
そ
れ
る
な
、
灼
熱
の
太

陽
を
、
激
し
い
冬
の
嵐
を
」
（
一
〇
）
こ
れ
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
『
シ
ン
ペ

リ
ン
』
の
四
幕
二
郎
の
、
シ
ン
ペ
リ
ン
王
の
娘
イ
モ
ジ
ェ
ン
の
死
を
悼
む
鎮
魂
歌

の
は
じ
め
の
二
行
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
死
の
暗
示
が
あ
る
。
「
灼
熱
の
太
陽
」
「
冬

の
嵐
」
と
は
人
生
に
伴
う
労
苦
を
意
味
す
る
。
死
こ
そ
、
そ
の
労
苦
か
ら
の
解
放

な
の
だ
。
こ
の
一
節
は
、
こ
の
後
何
度
も
ク
ラ
リ
ッ
サ
の
心
に
蘇
る
と
同
時
に
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
愛
好
し
て
い
た
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
意
識
に
も
浮
か
ん
で
、
面

識
の
な
い
二
人
を
不
思
議
な
共
鳴
に
よ
っ
て
つ
な
い
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
の
内
面
に
は
、
生
へ
の
執
着
と
死

の
意
識
が
同
居
し
て
い
る
。
彼
女
の
心
に
死
の
意
識
が
付
き
ま
と
う
の
は
、
ひ
と

つ
に
は
、
こ
の
小
説
に
描
か
れ
て
い
る
一
日
が
大
戦
後
の
一
日
で
あ
る
か
ら
だ
ろ

う
。
第
一
次
世
界
大
戦
が
残
し
た
大
き
な
爪
跡
は
、
不
吉
な
響
き
を
帯
び
て
小
説

の
底
流
を
作
り
出
し
て
い
る
。
小
説
の
傍
流
を
な
す
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
は
戦
争
後
遺

症
で
精
神
を
病
み
、
今
も
苦
し
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
彼
は
戦
死
し
た
最
愛
の
上

司
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
の
幻
影
を
何
度
も
目
に
し
て
い
る
。
一
方
、
ロ
ン
ド
ン
の
通
り
を

歩
く
ク
ラ
リ
ッ
サ
も
、
大
戦
に
よ
る
多
く
の
死
が
人
々
の
心
に
大
き
な
悲
し
み
を
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@
　
も
た
ら
し
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
。
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今
は
六
月
な
か
ば
。
大
戦
は
終
わ
っ
た
。
で
も
ミ
セ
ス
・
フ
ォ
ク
ス
ク
ロ
フ

ト
の
よ
う
な
人
に
と
っ
て
は
別
だ
。
夕
べ
の
大
使
館
の
パ
ー
テ
ィ
で
も
悲
嘆

に
暮
れ
て
い
ら
し
た
。
あ
の
す
て
き
な
息
子
さ
ん
を
な
く
さ
れ
、
由
緒
あ
る

お
屋
敷
を
い
と
こ
に
明
け
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
か

ら
レ
デ
ィ
・
ベ
ク
ス
バ
ラ
。
あ
の
方
は
、
最
愛
の
ご
子
息
、
ジ
ョ
ン
の
戦
死

を
伝
え
る
電
報
を
手
に
握
っ
た
ま
ま
バ
ザ
ー
を
ひ
ら
か
れ
た
そ
う
だ
。
で
も

と
に
か
く
終
わ
っ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
終
わ
っ
た
の
だ
。
（
ひ
）

　
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
の
中
で
丹
治
愛
は
「
太
陽
の
光

に
満
ち
た
六
月
の
背
後
に
は
、
絶
え
ず
大
戦
の
不
気
味
な
記
憶
が
影
の
よ
う
に
付

き
ま
と
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
、
「
宣
伝
用
飛
行
機
…
…
の
爆
音
が
、
そ
の
背
後
に

空
襲
の
『
不
気
味
な
』
記
憶
を
は
ら
ん
で
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
丹
治

　
い
§
）
。

　
こ
う
し
た
大
戦
の
記
憶
に
加
え
て
、
生
へ
の
愛
着
と
は
裏
腹
に
死
の
意
識
が
彼

女
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
理
由
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
患
っ
た
後
、
心
臓
の
具
合
が

お
か
し
く
、
老
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
あ
る
よ
う
だ
。
「
あ
の
病

気
以
来
、
髪
の
毛
も
ほ
と
ん
ど
白
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
（
ω
轟
）
と
心
の
中
で
つ

ぶ
や
い
た
次
の
瞬
間
「
突
然
、
恐
怖
の
発
作
に
襲
わ
れ
」
て
、
彼
女
は
「
私
は
ま

だ
老
け
て
な
ん
か
い
な
い
。
ま
だ
5
2
回
目
の
年
に
入
っ
た
ば
か
り
だ
も
の
。
」
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。
こ
れ
と
同
じ
感
覚
を
、
パ
ー
テ
ィ
の
席
で
聞
い
た
青
年

の
自
殺
の
話
に
動
揺
し
つ
つ
小
部
屋
に
退
い
た
時
に
も
、
彼
女
は
味
わ
っ
て
い

る
。

そ
れ
か
ら
例
の
恐
怖
感
が
あ
る
（
私
は
今
朝
も
感
じ
た
ば
か
り
だ
）
、
例
の

圧
倒
的
な
無
力
感
が
一
両
親
か
ら
両
手
で
受
け
た
こ
の
人
生
と
い
う
贈
り

物
を
最
後
ま
で
生
き
抜
く
こ
と
が
、
心
穏
や
か
に
歩
き
と
お
す
こ
と
が
出
来

な
い
と
い
う
感
じ
だ
。
私
の
心
の
奥
底
に
は
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
恐
怖
感

が
存
在
し
て
い
る
。
今
で
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
感
じ
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
が
『
タ

イ
ム
ズ
』
を
読
み
な
が
ら
傍
に
い
て
く
れ
れ
ば
、
私
は
鳥
の
よ
う
に
う
ず
く

ま
り
な
が
ら
、
次
第
に
生
き
て
い
る
感
覚
を
と
り
も
ど
し
、
枯
れ
枝
と
枯
れ

枝
を
互
い
に
こ
す
り
合
わ
せ
て
、
は
か
り
え
な
い
ほ
ど
に
大
き
な
歓
喜
の
炎

を
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
ら
せ
る
こ
と
も
出
来
る
。
で
も
リ
チ
ャ
ー
ド
が
い
な

け
れ
ば
私
は
破
滅
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
（
一
ひ
轟
）

　
こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
彼
女
が
絶
え
ず
死
へ
の
底
知
れ
な
い
恐
怖
に
直
面
す

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
彼
女
を
救
い
上
げ
、
そ
の
心
に
生
の
喜
び
を
燃
え

上
が
ら
せ
て
く
れ
る
の
は
夫
リ
チ
ャ
ー
ド
の
存
在
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
タ

イ
ム
ズ
』
は
、
現
実
社
会
、
死
の
闇
の
対
極
に
あ
る
生
の
世
界
を
象
徴
し
て
い

る
。
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
が
か
つ
て
の
恋
敵
リ
チ
ャ
ー
ド
を
、
半
ば
皮
肉
を

こ
め
て
「
何
事
に
も
分
別
を
も
っ
て
実
際
的
に
対
処
す
る
。
想
像
力
の
か
け
ら
も

な
い
し
、
才
気
の
ひ
ら
め
き
も
な
い
。
だ
が
あ
の
タ
イ
プ
の
人
間
に
特
有
の
、
言

う
に
言
わ
れ
ぬ
性
格
の
よ
さ
が
あ
る
。
」
（
ひ
刈
）
と
評
し
た
よ
う
に
、
彼
に
は
日
常

の
背
後
に
潜
む
死
の
世
界
の
存
在
に
な
ど
思
い
も
至
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
目
前

の
仕
事
を
何
の
疑
問
も
持
た
ず
着
実
に
こ
な
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

彼
だ
か
ら
こ
そ
、
死
の
恐
怖
か
ら
彼
女
を
引
き
上
げ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ロ
ン
ド
ン
の
街
の
喧
騒
や
木
々
の
き
ら
め
き
が
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
に

人
生
の
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
の
と
対
照
的
に
、
彼
女
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
、
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す
な
わ
ち
彼
女
の
屋
敷
、
そ
の
中
の
彼
女
の
部
屋
は
ど
こ
か
「
死
」
へ
の
限
り
な

い
親
和
性
と
孤
独
を
感
じ
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
外
出
か
ら
戻
っ
た
彼
女
が
足
を
踏

み
入
れ
た
彼
女
の
屋
敷
の
玄
関
ホ
ー
ル
は
「
地
下
納
骨
堂
の
よ
う
に
、
ひ
ん
や
り

し
て
い
た
。
」
（
P
刈
）
と
描
写
さ
れ
、
「
死
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
メ

イ
ド
の
ル
ー
シ
ー
が
ド
ア
を
閉
め
、
ス
カ
ー
ト
を
ひ
る
が
え
し
た
と
き
の
、
衣
擦

れ
の
音
は
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
に
、
「
自
分
が
俗
世
を
す
て
た
尼
僧
」
、
「
か
ぶ
り
な
れ

た
ヴ
ェ
ー
ル
と
聞
き
な
れ
た
祈
祷
へ
の
応
唱
に
身
を
包
ま
れ
て
い
る
尼
僧
で
あ
る

か
の
よ
う
に
」
感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
「
ひ
き
さ
が
る
尼
僧
の
よ
う
に
」
彼
女
は

階
段
を
上
り
、
寝
室
へ
と
向
か
う
の
だ
。
夫
の
リ
チ
ャ
ー
ド
が
、
帰
宅
の
遅
い
自

分
の
せ
い
で
病
み
あ
が
り
の
彼
女
の
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
て
は
い
け
な
い
か
ら
と
主

張
し
て
、
彼
女
は
一
人
、
屋
根
裏
部
屋
で
寝
て
い
る
。
一
人
寝
の
部
屋
の
中
で
彼

女
は
思
う
。
「
私
の
生
活
の
真
ん
中
に
は
空
虚
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
屋
根
裏
部

屋
な
の
だ
。
女
は
は
な
や
か
な
服
を
脱
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
シ
ー
ツ
は

清
潔
で
、
幅
広
い
真
っ
白
な
帯
の
よ
う
に
端
か
ら
端
ま
で
し
わ
ひ
と
つ
な
く
敷
き

の
ば
さ
れ
て
い
る
。
私
の
ベ
ッ
ド
は
ど
ん
ど
ん
狭
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ろ
う

そ
く
は
す
で
に
半
分
ほ
ど
燃
え
尽
き
て
い
る
。
マ
ル
ボ
ー
男
爵
の
『
回
想
録
』
を

読
み
ふ
け
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
」
（
N
O
）
ベ
ッ
ド
の
狭
さ
と
書
物
は
、
彼
女
の
一
人

寝
の
わ
び
し
さ
と
孤
独
感
を
暗
示
す
る
。
ま
た
、
シ
ー
ツ
の
白
さ
は
経
帷
子
を
、

半
分
燃
え
尽
き
た
ろ
う
そ
く
は
「
消
え
ろ
、
消
え
ろ
、
つ
か
の
間
の
と
も
し
火

（
〇
三
頃
0
9
曽
9
臥
。
き
色
巴
」
と
い
う
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
マ
ク
ベ
ス
』
の

有
名
な
せ
り
ふ
、
夫
人
の
計
報
に
接
し
た
マ
ク
ベ
ス
が
漏
ら
す
言
葉
の
連
想
に
よ

り
人
生
の
は
か
な
さ
を
想
起
さ
せ
、
死
へ
の
親
和
性
を
暗
示
し
て
い
る
。
実
は
こ

の
よ
う
な
孤
独
感
を
、
彼
女
は
ロ
ン
ド
ン
の
通
り
で
も
感
じ
て
い
た
。
す
で
に
引

用
で
見
た
よ
う
に
、
タ
ク
シ
ー
が
走
り
去
る
の
を
見
な
が
ら
、
彼
女
は
自
分
が
岸

か
ら
遠
く
離
れ
て
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
沖
に
い
る
と
感
じ
、
一
日
で
も
生
き
て
い
く

の
は
危
険
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
女
の
中
に
は
常
に
死
の
意

識
と
手
を
携
え
た
「
孤
独
感
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
生
へ
の
情
熱
と
表
裏
一
体
と
な

っ
て
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
孤
独
感
は
、
彼
女
に
あ
る
種
の
安
ら
ぎ
と
静
か
な
喜
び
を
も
感
じ

さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
納
骨
堂
の
よ
う
な
ひ
ん
や
り
し
た
玄
関
で
尼
僧
に
な
っ

た
か
の
よ
う
に
感
じ
る
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
、
そ
の
静
け
さ
の
中
に
日
常
的
な
物
音
を

耳
に
し
て
穏
や
か
な
幸
福
感
を
覚
え
る
。
「
こ
れ
が
私
の
生
活
だ
。
玄
関
の
テ
ー

ブ
ル
に
身
を
か
が
め
な
が
ら
、
彼
女
は
日
常
生
活
の
感
化
力
の
前
に
頭
を
垂
れ
、

祝
福
と
浄
化
を
受
け
た
よ
う
に
感
じ
た
。
…
…
こ
ん
な
瞬
間
が
人
生
の
樹
に
芽
生

え
る
蕾
な
の
だ
、
と
心
の
中
で
言
っ
て
み
た
。
あ
る
い
は
闇
に
咲
く
花
な
の
だ
と

思
っ
た
。
」
（
N
Q
Q
I
O
）
ま
た
、
彼
女
が
夫
と
の
関
係
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
「
人
間

の
な
か
に
は
侵
し
が
た
い
部
分
が
あ
る
。
孤
独
な
部
分
が
。
夫
婦
の
あ
い
だ
に
さ

え
深
淵
が
あ
り
、
そ
れ
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
δ
刈
）
と
言
う
時
、

孤
独
は
負
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
む
し
ろ
大
切
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
と
ピ
ー
タ
ー
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
結
婚
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
「
自
由
」
「
独
立
」
が
リ
チ
ャ
ー
ド
と
の
間
に
は
あ
る
が
、
「
ピ
ー
タ
ー
と
は

全
て
を
共
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
（
℃
）
と
ク
ラ
リ
ッ
サ
が
言
う
時
、
彼

女
が
か
つ
て
ピ
ー
タ
ー
の
求
婚
を
断
っ
た
一
つ
の
理
由
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
と

気
づ
か
さ
れ
る
。

　
時
に
空
虚
感
、
死
を
連
想
さ
せ
も
し
、
同
時
に
神
聖
で
大
切
な
こ
の
「
孤
独
」

を
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
「
魂
の
独
立
（
ぜ
昏
8
望
o
h
窪
。
。
・
o
巳
．
．
）
」
と
い
う
言
葉
で

表
現
し
て
い
る
。
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愛
と
宗
教
ほ
ど
残
虐
な
も
の
は
な
い
。
今
ま
で
わ
た
し
が
誰
か
に
自
分
の

意
見
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
…
…
窓
の

外
を
眺
め
る
と
、
向
か
い
の
家
の
老
婦
人
が
階
段
を
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
の
が
見

え
た
。
階
段
を
の
ぼ
り
た
い
な
ら
登
れ
ば
い
い
。
立
ち
止
ま
り
た
い
な
ら
立

ち
止
ま
れ
ば
い
い
。
そ
れ
か
ら
寝
室
へ
入
っ
て
、
私
が
何
度
も
見
て
き
た
よ

う
に
、
カ
ー
テ
ン
を
あ
け
、
奥
へ
姿
を
消
せ
ば
い
い
。
な
ん
と
な
く
敬
意
を

お
ぼ
え
る
　
　
あ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
見
ら
れ
て
い
る
と
は
気
づ
か
ず
に
窓
の

外
を
眺
め
て
い
る
姿
に
。
そ
の
姿
に
は
な
に
か
厳
粛
な
も
の
が
あ
る
　
　
で

も
恋
愛
と
宗
教
は
そ
れ
を
破
壊
す
る
。
事
も
な
げ
に
、
魂
の
独
立
を
。
…
…

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
泣
き
た
い
ほ
ど
に
感
動
的
な
光
景
だ
わ
。
（
傍
線
筆

者
）
（
一
一
P
I
ω
）

　
窓
の
外
に
見
え
る
向
か
い
の
家
で
老
婦
人
が
ひ
っ
そ
り
と
自
分
の
生
活
を
守
っ

て
い
る
姿
が
「
魂
の
独
立
」
の
表
象
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
愛
」
と
「
宗

教
」
が
そ
れ
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
槍
玉
に
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ク
ラ
リ

ッ
サ
の
意
識
の
中
で
は
ピ
ー
タ
ー
と
一
人
娘
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
家
庭
教
師
で
あ
る
狂

信
的
な
ミ
ス
・
キ
ル
マ
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
愛
と
宗
教
の
権
化
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
引
用
の
前
後
か
ら
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
老
婦
人
の
姿
を
見
つ
め
つ
つ
「
至
高
の

神
秘
は
…
…
た
だ
こ
の
こ
と
な
の
だ
。
‘
一
こ
ち
ら
に
ひ
と
つ
の
部
屋
が
あ
り
、

む
こ
う
に
も
う
ひ
と
つ
の
部
屋
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
」
（
＝
り
1
轟
）
と
彼
女
が
言

う
時
に
は
、
「
部
屋
」
が
「
魂
の
独
立
」
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、

ひ
ん
や
り
と
し
た
玄
関
ホ
ー
ル
、
彼
女
の
屋
根
裏
部
屋
、
そ
し
て
窓
の
向
こ
う
に

見
え
る
老
婦
人
の
部
屋
、
そ
れ
ら
は
全
て
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
に
と
っ
て
侵
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
神
聖
な
孤
独
、
「
魂
の
独
立
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
彼
女
の
屋
敷
の
広
間
は
、
そ
の
夜
大
勢
の
来
客
に
よ
っ
て
に

ぎ
や
か
な
交
流
の
場
に
変
わ
る
。
自
分
が
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
理
由
を
彼
女
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

…
…
私
が
求
め
て
い
る
の
は
た
だ
人
生
だ
け
な
の
だ
。

「
私
が
パ
ー
テ
ィ
を
開
く
の
は
そ
の
た
め
な
の
」
と
、
彼
女
は
声
に
出
し
て

人
生
に
話
し
か
け
た
。
（
中
略
）
で
も
…
…
私
に
と
っ
て
、
ど
う
い
う
意
味

を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
私
が
人
生
と
呼
ぶ
こ
の
も
の
は
？
あ
あ
、
そ
れ

は
じ
つ
に
奇
妙
な
も
の
だ
。
誰
そ
れ
が
サ
ウ
ス
・
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
に
い
る
。

別
の
誰
か
が
ベ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
い
る
。
ま
た
別
の
誰
か
が
た
と
え
ば
メ

イ
フ
ェ
ア
に
い
る
。
私
は
た
え
ず
そ
の
人
た
ち
の
存
在
を
意
識
し
つ
づ
け
て

い
る
。
そ
し
て
な
ん
て
む
だ
な
こ
と
か
、
な
ん
て
残
念
な
こ
と
か
と
感
じ

る
。
そ
の
人
た
ち
を
一
緒
に
集
め
ら
れ
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
わ
た
し
は
実
行
に
移
す
の
だ
。
そ
れ
は
捧
げ
も
の
な
の
だ
。

人
々
を
む
す
び
あ
わ
せ
、
そ
こ
か
ら
何
か
を
作
り
出
す
っ
て
こ
と
は
。
で
も

誰
に
対
す
る
捧
げ
も
の
な
の
だ
ろ
う
？

　
お
そ
ら
く
捧
げ
も
の
の
た
め
の
捧
げ
も
の
だ
。
（
一
〇
。
。
1
℃
）

　
こ
の
よ
う
な
彼
女
の
言
葉
か
ら
分
か
る
の
は
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
が
そ
う
し
た
一
人

一
人
の
「
魂
の
独
立
」
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
孤
独
な
魂
が
、
ひ
と
時

結
び
あ
わ
さ
れ
、
触
れ
あ
う
こ
と
で
、
何
か
が
作
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
ど
う
や
ら
そ
れ
が
彼
女
の
い
う
「
人
生
」
（
の
一

部
）
で
も
あ
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ラ
ー
は
こ
の
こ
と
を
、
彼
女
の
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パ
ー
テ
ィ
が
「
ゲ
ス
ト
一
人
一
人
を
普
段
の
自
己
か
ら
新
し
い
社
会
的
自
己
、
他

者
の
全
体
的
存
在
に
参
加
す
る
自
分
の
外
側
に
い
る
自
分
に
、
変
身
さ
せ
る
」

（
ち
ω
V
と
表
現
す
る
。
そ
し
て
「
変
身
の
魔
法
の
し
る
し
」
は
ゲ
ス
ト
の
一
人
ラ

ル
フ
・
ラ
イ
オ
ン
が
カ
ー
テ
ン
を
押
し
戻
し
て
話
し
続
け
た
瞬
間
だ
と
指
摘
す

る
。　
し
か
し
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
パ
ー
テ
ィ
の
成
功
を
確
信
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
自

分
が
求
め
て
い
る
も
の
は
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
に

苦
し
む
。
総
理
大
臣
に
つ
き
従
い
な
が
ら
、
彼
女
は
「
つ
か
の
間
の
陶
酔
」
を
感

じ
つ
つ
も
、
「
こ
の
勝
利
（
た
と
え
ば
親
愛
な
る
ピ
ー
タ
ー
は
私
の
こ
と
を
と
て

も
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
。
）
は
、
見
せ
か
け
で
あ
り
、
む
な
し
さ

を
は
ら
ん
で
い
る
。
腕
を
の
ば
せ
ば
届
く
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
し
か
し
心
の
内

部
に
は
な
い
。
老
い
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
確
か
に
昔

の
よ
う
な
満
足
感
を
あ
た
え
て
く
れ
な
い
の
だ
。
」
（
一
い
斜
1
い
）
と
心
の
中
で
言
う

の
だ
。
そ
う
し
た
満
た
さ
れ
な
い
思
い
か
ら
彼
女
を
救
い
出
し
た
の
は
、
窓
か
ら

身
を
投
げ
て
自
殺
を
し
た
と
い
う
青
年
と
の
共
感
と
向
か
い
の
部
屋
の
老
婦
人
へ

の
崇
敬
の
念
だ
っ
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
の
席
で
青
年
の
死
に
つ
い
て
聞
か
さ
れ
た
と
き
、
「
あ
あ
1
私
の
パ

ー
テ
ィ
の
ま
っ
た
だ
中
に
死
が
入
り
込
ん
で
き
た
」
（
一
＄
）
と
彼
女
は
思
う
。
こ

の
言
葉
は
、
屋
根
裏
の
寝
室
で
彼
女
が
言
っ
た
「
私
の
生
活
の
ま
ん
中
に
は
空
虚

が
あ
る
」
い
う
言
葉
と
重
な
り
合
い
、
彼
女
の
心
の
奥
の
孤
独
な
部
分
と
死
と
の

親
和
性
が
こ
こ
に
も
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
証
明
す
る
よ
う
に
、
ク

ラ
リ
ッ
サ
は
一
人
小
部
屋
に
退
い
て
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
死
を
追
体
験
す
る
の

だ
。
「
地
面
が
ぱ
っ
と
浮
き
上
が
っ
」
て
、
「
地
面
に
横
た
わ
る
肉
体
の
脳
の
内
部

で
、
ど
く
、
ど
く
、
ど
く
、
と
い
う
音
が
聞
こ
え
」
「
い
っ
さ
い
を
覆
う
闇
が
訪

れ
る
」
。
そ
の
時
、

味
を
理
解
す
る
。

ク
ラ
リ
ッ
サ
は
ひ
と
つ
の
啓
示
の
よ
う
に
、
青
年
の
死
の
意

想
は
一
度
、
サ
ー
ペ
ン
タ
イ
ン
池
に
一
シ
リ
ン
グ
銀
貨
を
投
げ
入
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
で
も
そ
れ
だ
け
。
だ
け
ど
そ
の
青
年
は
そ
れ
以
上
の
も
の
を
投

げ
出
し
た
の
だ
。
私
た
ち
は
生
き
つ
づ
け
る
一
…
…
わ
た
し
た
ち
は
年
を

と
っ
て
ゆ
く
。
だ
け
ど
大
切
な
も
の
が
あ
る
。
お
し
ゃ
べ
り
で
飾
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
の
中
で
汚
さ
れ
曇
ら
さ
れ
て
い
く
も
の
、
一
日
一
日
の
生
活

の
中
で
堕
落
や
嘘
や
お
し
ゃ
べ
り
と
な
っ
て
失
わ
れ
て
ゆ
く
も
の
。
こ
れ
を

そ
の
青
年
は
ま
も
っ
た
の
だ
。
死
は
挑
戦
だ
。
人
々
は
中
心
に
到
達
す
る
こ

と
の
不
可
能
を
感
じ
、
そ
の
中
心
が
不
思
議
に
自
分
た
ち
か
ら
そ
れ
て
ゆ

き
、
凝
集
す
る
か
に
見
え
た
も
の
が
ば
ら
ば
ら
に
は
な
れ
、
歓
喜
が
色
あ

せ
、
孤
独
な
自
分
が
取
り
残
さ
れ
る
の
を
感
じ
て
い
る
一
だ
か
ら
死
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
試
み
な
の
だ
。
死
に
は
抱
擁
が
あ
る
の
だ
。
（
一
ひ
ω
）

　
青
年
が
命
を
賭
し
て
守
っ
た
も
の
は
「
魂
の
独
立
」
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、
こ

こ
で
彼
女
が
言
う
「
中
心
に
到
達
す
る
こ
と
の
不
可
能
」
と
は
、
ま
さ
に
今
し
が

た
パ
ー
テ
ィ
の
ロ
ハ
中
で
彼
女
が
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
、

人
の
心
の
中
心
に
あ
る
孤
独
の
部
分
を
守
り
な
が
ら
も
、
孤
独
な
心
を
結
び
合
わ

せ
、
互
い
の
中
心
に
到
達
す
る
ひ
と
時
を
作
り
上
げ
た
い
、
人
々
の
心
を
通
わ
せ

た
い
、
と
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
相
矛
盾
す
る
二
つ
を
可
能
に
す
る
の

は
、
死
を
お
い
て
な
い
と
い
う
こ
と
を
彼
女
は
知
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ

「
死
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
試
み
」
で
あ
り
、
「
死
に
は
抱
擁
が
あ
る
」
と
彼

女
は
言
う
の
で
あ
る
。
「
サ
ー
ペ
ン
タ
イ
ン
池
に
一
シ
リ
ン
グ
銀
貨
を
投
げ
入
れ
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た
」
と
は
、
青
年
の
投
身
自
殺
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
ら
れ
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
が
か
つ

て
自
殺
を
試
み
た
、
あ
る
い
は
死
の
衝
動
を
抱
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
彼
女
の

抱
え
る
孤
独
へ
の
執
着
は
、
彼
女
を
限
り
な
く
死
の
世
界
へ
と
ひ
き
つ
け
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
が
死
を
意
識
し
、
死
を
恐
れ

る
の
は
、
戦
争
の
記
憶
、
病
気
、
老
い
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
死
の
世
界
に

彼
女
が
無
意
識
的
に
惹
か
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
と
き
も
、
彼

女
は
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
死
を
自
分
の
も
の
と
し
て
感
じ
、
死
の
世
界
に
大
き
く
引

き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
彼
女
を
生
の
世
界
に
引
き
戻
し
た
の
は
、
窓

の
外
に
見
え
る
向
か
い
の
部
屋
の
老
婦
人
の
姿
だ
っ
た
。
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
、
隣
の

広
間
で
は
パ
ー
テ
ィ
が
ま
だ
に
ぎ
や
か
に
続
い
て
い
る
と
い
う
の
に
、
窓
の
向
こ

う
で
ひ
と
り
寝
支
度
を
し
て
い
る
老
婦
人
の
姿
に
、
再
び
言
い
知
れ
ぬ
魅
力
を
感

じ
る
。
「
魂
の
独
立
」
を
守
り
つ
つ
、
雄
雄
し
く
人
生
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
老

婦
人
の
姿
は
、
死
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
た
ク
ラ
リ
ッ
サ
に
、
生
き
る
勇
気
を

与
え
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
と
き
彼
女
の
脳
裏
に
再
び
浮
か
ん
だ
「
も
は
や
恐
れ

る
な
、
灼
熱
の
太
陽
を
」
と
い
う
言
葉
は
、
も
は
や
死
者
へ
の
弔
い
の
言
葉
で
は

な
く
、
む
し
ろ
生
者
へ
の
鼓
舞
の
言
葉
と
し
て
、
人
生
の
労
苦
を
恐
れ
ず
に
生
を

全
う
す
べ
し
と
の
意
味
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
ク
ラ
リ

ッ
サ
は
、
不
思
議
な
心
の
高
揚
を
い
だ
き
な
が
ら
、
再
び
広
間
へ
と
戻
っ
て
ゆ

く
。
再
び
生
へ
の
情
熱
を
胸
に
広
間
に
立
っ
た
ク
ラ
リ
ッ
サ
の
姿
が
ピ
ー
タ
ー
・

ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
心
の
揺
れ
を
通
し
て
印
象
的
に
描
か
れ
て
、
小
説
は
閉
じ
ら
れ

る
。

　
こ
の
ぞ
っ
と
す
る
感
じ
は
な
ん
だ
ろ
う
？
こ
の
悦
惚
感
は
？
彼
は
心
の
な

か
で
思
っ
た
。
お
れ
を
異
様
な
興
奮
で
み
た
し
て
い
る
の
は
何
だ
ろ
う
？

ク
ラ
リ
ッ
サ
だ
、
と
彼
は
言
っ
た
。

そ
こ
に
彼
女
が
い
た
か
ら
。
（
ミ
N
）

　
最
後
の
ピ
ー
タ
ー
の
言
葉
は
、
彼
女
が
「
生
」

れ
も
な
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

5
　
お
わ
り
に

の
領
域
に
、
生
気
に
み
ち
て
紛

　
初
版
か
ら
三
年
後
に
出
た
モ
ダ
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
に
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・

ウ
ル
フ
自
身
に
よ
る
序
文
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
ウ
ル
フ
は
、
最
初
の
構
想

で
は
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ミ
セ
ス
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
は
自
殺
す
る

か
、
パ
ー
テ
ィ
の
終
わ
り
に
死
ぬ
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
後
セ
プ
テ

ィ
マ
ス
は
ミ
セ
ス
・
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
の
分
身
と
し
て
意
図
さ
れ
た
こ
と
を
、
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
（
・
・
〉
唱
子
。
円
、
。
・
ぎ
目
。
含
a
8
・
・
邑
そ
の
意
図
を
示
す
ご
と
く
、
ク

ラ
リ
ッ
サ
と
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
容
姿
の
説
明
に
は
「
く
ち
ば
し
の
よ
う
な
鼻
」
と

い
う
類
似
点
が
み
ら
れ
、
二
人
の
意
識
の
共
鳴
を
示
す
か
の
よ
う
に
、
『
シ
ン
ペ

リ
ン
』
の
中
の
同
じ
一
節
1
「
も
は
や
恐
れ
る
な
、
灼
熱
の
太
陽
を
」
1
が

彼
ら
の
脳
裏
に
繰
り
返
し
浮
か
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
ま
た
、
権
威
あ
る
精
神
科
医

ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
に
対
す
る
嫌
悪
も
共
有
し
て
い
る
。
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
ブ
ラ
ッ
ド

シ
ョ
ー
に
つ
い
て
、
「
魂
を
無
理
や
り
支
配
」
す
る
こ
と
を
し
か
ね
な
い
と
感

じ
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
意
識
の
中
で
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師

ホ
ー
ム
ズ
と
共
に
「
真
っ
赤
な
小
鼻
の
獣
が
秘
密
の
場
所
を
こ
と
ご
と
く
か
ぎ
ま

わ
る
」
（
N
ひ
い
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
現
れ
る
。
最
後
に
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
が
自
殺
し

た
の
は
、
そ
の
ホ
ー
ム
ズ
が
、
立
ち
は
だ
か
る
ル
ク
レ
イ
ツ
ィ
ア
を
押
し
の
け
て
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彼
の
部
屋
に
踏
み
入
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
「
ぼ
く
は
死
に
た
く
は
な
い
。
人
生
は

い
い
も
の
だ
。
太
陽
が
熱
い
。
」
と
考
え
な
が
ら
（
太
陽
が
熱
い
、
と
い
う
言
葉

は
『
シ
ン
ペ
リ
ン
』
の
一
節
を
思
い
出
さ
せ
る
）
、
彼
は
ホ
ー
ム
ズ
に
捕
ま
る
寸

前
二
階
の
窓
か
ら
飛
び
降
り
る
。
こ
こ
で
も
部
屋
は
侵
さ
れ
ざ
る
魂
、
「
魂
の
独

立
」
の
象
徴
と
な
っ
て
お
り
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
は
「
魂
の
独
立
」
が
躁
欄
さ
れ
る

こ
と
を
拒
ん
で
、
窓
か
ら
飛
び
降
り
た
の
だ
と
読
め
る
。
こ
の
よ
う
な
「
魂
の
独

立
」
へ
の
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
の
強
い
執
着
は
ク
ラ
リ
ッ
サ
の
そ
れ
と
通
じ
て
い
る
。

　
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
は
、
自
分
と
よ
く
似
た
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
を

通
し
て
「
死
」
を
体
験
し
、
再
び
生
の
世
界
に
戻
っ
て
き
た
。
実
は
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
の
『
シ
ン
ペ
リ
ン
』
の
中
で
、
王
女
イ
モ
ジ
ェ
ン
の
死
は
薬
が
も
た
ら
し

た
仮
の
死
で
あ
り
、
彼
女
は
仮
死
か
ら
の
再
生
を
果
た
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

る
と
、
何
度
も
ク
ラ
リ
ッ
サ
の
意
識
に
上
っ
た
「
も
は
や
恐
れ
る
な
」
で
始
ま
る

フ
レ
ー
ズ
は
、
死
の
意
識
を
暗
示
す
る
だ
け
で
な
く
、
ク
ラ
リ
ッ
サ
の
死
と
再
生

と
い
う
テ
ー
マ
を
も
ひ
そ
か
に
示
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。
ミ
ラ
ー

が
、
正
反
対
で
あ
る
と
同
時
に
、
似
通
っ
て
い
る
と
言
い
表
し
た
よ
う
に
、
ク
ラ

リ
ッ
サ
と
セ
プ
テ
ィ
マ
ス
は
、
向
か
っ
た
方
向
は
生
と
死
と
い
う
全
く
逆
の
方
向

で
あ
っ
た
が
、
「
魂
の
独
立
」
に
執
着
す
る
点
で
似
通
っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら

を
無
意
識
の
レ
ベ
ル
で
結
び
付
け
て
い
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
詩
句
も
、
そ
の
中

に
生
と
死
の
両
義
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
ダ
ロ
ウ
ェ
イ
夫
人
』
に
お
い
て
、
生
と
死
、

現
在
と
過
去
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
一
日
の
中
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
ク
ラ

リ
ッ
サ
を
は
じ
め
作
中
人
物
の
耳
に
届
く
ビ
ッ
グ
・
ベ
ン
の
荘
重
な
響
き
が
現
在

の
瞬
間
の
か
け
が
え
の
な
さ
と
重
み
を
強
調
し
、
セ
ン
ト
・
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会

の
軽
や
か
な
鐘
の
音
は
、
時
間
に
追
わ
れ
る
日
常
の
生
活
を
思
わ
し
め
る
。
ま

た
、
作
中
人
物
の
意
識
に
上
る
過
去
の
作
家
や
詩
人
の
名
前
と
作
品
、
軍
人
の
像

や
様
々
な
記
念
碑
、
路
上
で
た
た
ず
む
老
婆
の
姿
と
そ
の
歌
が
現
出
す
る
太
古
の

大
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
歴
史
の
重
み
を
語
っ
て
も
い
る
。

（
ミ
ラ
ー
は
こ
の
老
婆
の
歌
が
ヘ
ル
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ギ
ル
ム
の
歌
詞
に
よ
る
リ

ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
歌
「
万
霊
節
」
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
ク

ラ
リ
ッ
サ
の
パ
ー
テ
ィ
が
死
者
の
蘇
る
万
丈
節
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
）
こ
う
し
て
、
ウ
ル
フ
は
た
っ
た
一
日
の
作
中
人
物
の
意
識
の
流

れ
を
追
い
な
が
ら
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
全
て
の
時
間
を
孕
ん
だ
人
生
の

あ
る
が
ま
ま
の
姿
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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